
年度 2009  学期 後期 曜日・校時        水曜日・2 校時 必修選択    選択 単位数   ２ 

授業科目/(英語名) 日本事情/Japanese Studies 

対象年次   1・２年次 講義形態   講義 教室 229 

対象学生(クラス等)   留学生・全学部           科目分類   留学生用科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 

担当教員：松本久美子（Coordinator）他  /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：kumiko-m@net.nagasaki-u.ac.jp           

/研究室： 留学生センター              /オフィスアワー：水曜 4 校時 
担当教員(オム
ニバス科目等) 

松本久美子、北里海雄、伊藤潔、柴田裕一郎、福島邦夫、松村真樹、嶋津拓
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標 
授業のねらい： 

異なる学部の教員によって専門的な立場から紹介された日本社会の様々な側面について学ぶことにより、

留学生活に必要な日本事情に関する知識を深め、日本社会についてよりよく理解できるようにする。 

 
 
授業方法： 
留学生センター及び 3 学部（薬学・工学・環境）の教員がそれぞれの専門の立場から講義を行う。 
 
授業到達目標： 
日本社会の様々な側面についてより良く理解できるようになる。 
 
 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む) 
授業内容（概要） 
オムニバス形式による講義。 

 

第 １回 １０月 ７日 留セ ：松本 久美子   オリエンテーション・異文化適応 

第 ２回 １０月１４日 薬学 ：北里 海雄    日本の薬学教育、研究の現状についての紹介 

第 ３回 １０月２１日 薬学 ：北里 海雄    日本の薬学教育、研究の現状についての紹介 

第 ４回 １０月２８日 薬学 ：伊藤 潔     日本の薬事情、薬剤師などの現状についての紹介 

第 ５回 １１月 ４日 薬学 ：伊藤 潔     日本の薬事情、薬剤師などの現状についての紹介 

第 ６回 １１月１１日 工学 ：柴田 裕一郎      コンピュータによる日本語処理技術(1)    

第 ７回 １１月１８日 工学 ：柴田 裕一郎      コンピュータによる日本語処理技術(2) 

第 ８回 １１月２５日 工学 ：柴田 裕一郎      コンピュータ将棋の最前線(1) 

第 ９回 １２月 ２日 工学 ：柴田 裕一郎      コンピュータ将棋の最前線(2) 

第１０回 １２月 ９日   環境 ：福島 邦夫    日本の民俗文化 

第１１回 １２月１６日   環境 ：福島 邦夫    日本の民俗文化 

第１２回 １ 月１３日   環境 ：福島 邦夫    日本の民俗文化 

第１３回 １ 月２０日   環境 ：福島 邦夫    日本の民俗文化 

第１４回 １ 月２７日 留セ ：松村 真樹    日本の少子高齢化 

第１５回 ２ 月 ３日 留セ ：嶋津 拓     言語から見た日本文化 
キーワード  
教科書・教材・参考書 
 

 
当日、担当教員が必要な資料を配布する。 

成績評価の方法・基
準等 

 

レポート 75%、授業への積極的な参加状況 25% 
 

受講要件(履修条件)  

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等)  

 


